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＜連絡事項＞
・食事変更の際には、栄養へも直接連絡を入れて下さい。
＜患者様情報＞
・風穴　義信様～ＡＤＬの低下著しく、療養環境変更の必要があることから、東Ｃユニットへ転出となっています。
・居室変更
　小笠原　文人様～405号室から306号室へ部屋移動しています。
・土川　貴広様～療養環境変更目的にて、15：30西Ｂユニットから転入となっています。

・山田　晃大様～本日青山荘入所に向けてケア会議実施。施設入所拒否が見られ、退院延期となっています。青山荘は2月までは入所を待つと返答あり。
・下斗米　悟様～2月12日頃退院予定でしたが、保佐人から本人と面談後に退院を決定したいと話しがあります。予定通りの調整困難なため退院保留となっています。

＜要注目患者様＞
・山田　晃大様～本日青山荘入所に向けてケア会議実施。ケア会議中に青山荘入所を拒否し、入院継続を希望しています。スタッフからの説得にも応じず、お父様から強く言われた事で振戦見られています。明日の診察時に主治医からも説得してもらう事としています。
・風穴　義信様～夜間3：30に覚醒後から徘徊見られ不眠です。表情の硬さ見られ、特定スタッフに対して被害的となる様子あり。介入時に噛みつこうとする様子見られています。ＡＤＬの低下もみられ、環境調整が必要なことから10：05東Ｃユニットへ転出となっています。
・小笠原　文人様～呂律不良・独語・放歌見られますが、日課には支障ありません。歩行の不安定さ見られていますが、手すり使用にて転倒はありません。歩行状態の不安定さや、日課への支障も見られる事から部屋移動について本人へ説明。306号室へ部屋移動となっています。
＜金Ｄｒケース検討＞
・角　穂並様～病棟には慣れたと話す。日課にかかる時間は西病棟の時と変わりないとの事。携帯電話を使用したいと希望あり、消灯後は預かりで主治医から許可となる。グループホームへ連絡を入れて持ってきてもらう事となる。
・小笠原　文人様～身体の痛みについて「訓練後の痛みです。厳しい訓練ですから。内出血は全て豊さんにやられたものです。お菓子と現金を交換してやり取りしているんです」と、妄想発言聞かれている。話の切り上げ困難で介入要している。
・井上　和美様～足の感覚は少しずつ戻ってきたと話す。食事形態の変更を希望していたが、「今のままでいい」と話す。朝食にヨーグルトがついているが、牛乳にして欲しいとの事。
・高橋　康満様～腰痛を確認すると、「腰は良くなりました。施設は来月にします」と話すと診察室から立ち去る。
・角濱　義弘様～横になっている事が多く、作業療法では作業に手をつけるが続かないと話す。易疲労感訴え、臥床傾向にある事への不安訴える。
・下斗米　悟様～施設入所までに欲しいものとして、「スマホを契約したい。保佐人に連絡して欲しい」と希望する。今後の連絡手段としても、主治医から許可となっている。
＜新転入患者様　情報＞
土川　貴広様（49）
主病名：統合失調症
主治医：田名部Ｄｒ
令和2年6月頃、近隣住民より「農作業中に大きな声をあげており、家族が怖がっている。何かが起こる前にどうにかしてほしい」との相談を受ける事もあった。母親に金銭をせびり、金銭を渡さないと足を蹴ることや自宅前の道路わきに生えている木を勝手に掘り起こすなどの奇異行為も見られていた。また、他の人の畑を勝手に耕す事やトラクターで崖を崩す事、路上駐車を注意されたことに腹を立て注意してきた相手の車を車で追いかけまわすなどの危険行為も見られていた。本人が外で叫んでいる様子を見て恐怖を感じた中学生が学校に相談をし学校から田子町役場に連絡・相談が入る状態が続いていた。
令和2年10月17日早朝に母親に対して金銭を要求し、母親の胸ぐらをつかむことや暴言等が見られたことから、警察署に通報。警察官の介入を受け、併せて精神科受診について勧められ、警察官付き添いの元同日当院受診。精神症状改善目的にて、当院1回目の医療保護入院となる。
入院後は幻聴・妄想に左右され帰宅要求から粗暴行為みられているが薬剤調整により緩和。苛々感も徐々に軽減している。帰宅要求は継続しており、テンキー弄りやオートドアを開けようとする行動は見られているが、介入にてやめる事はできていた。
　Ｒ2年12月1日西病棟へ移動後は、不穏・帰宅要求なく過ごすが、他者交流は見られず無為に過ごす様子が見られていた。今後について不安感を訴える事はあるが、御家族と面談実施し自宅退院の方向で調整していた。
　Ｒ3年1月12日医療保護入院から任意入院へ切り替え。本日、西Ｂユニットから北病棟へ転入となる。
【備考】
・退院先：自宅（田子在住、父はＲ２年11月逝去しており母と2人暮らしになる予定）
・買い物：入院後購入した事はない、本人は変えるのであれば嗜好品希望
　　　　　→家族へ購入可能か確認
・洗濯：業者洗濯→現金がない為、北病棟でも継続
・所持金：347円、家族へ現金依頼しているが雪の為来院困難
・手元にお金があると散財してしまう傾向あり。借金もあるが詳細は不明。100万円程度の可能性あり。
・母に退院について電話を頻回にする事はあるが、スタッフに退院要求は聞かれない。
・12/23　田子町役場　堺沢様来院し、障害福祉サービス申請に伴う訪問調査実施。
・1/7　母・西舘ＰＳＷ・多胡ＮＳで退院後の生活について面談実施。
・担当：新山ＮＳ・佐々木ＮＳ
